
DK INFORMATION - 相場情報 2022.5.16 - 
 
 

為替 126 円／$ WTI 原油 81 円／L 
パーム油 (MYS) 212 円／kg パーム核 (MYS,IDN) 260 円／kg 
大豆 (USA) 91 円／kg 菜種油 286 円／kg 

【補足情報】 
 

 
各相場データは世界銀行グループ（ https://www.worldbank.org/ ）の月足平均値
を参照し kg・円換算しております。 

 
 

米ドル/円為替は東京インターバンク（ https://www.stat-search.boj.or.jp/ ）の中
心相場/月中平均 を基準にしております。 

 
油脂相場は４月もインドネシアの政策に大

きな影響を受けた。22 日、再び輸出規制を打
ち出したのだ。26 日には RBD パームオレイ
ンのみ禁止すると訂正、翌 27 日には CPO、
RBD パーム油も含めると再訂正した。規制の
目途として 14,000Rp(ルピア)/L まで国内価
格が下がるまでとしている（2022 年 3 月時点
では約 19,000Rp/L）。しかしながら、インド
ネシア国内でのパーム油消費量が他国より少
ないことや、短期間に何度も政策を２転 3 転
させていることから、様子見のムードが強
い。大豆油は南米で干ばつにより減産、ヒマ
ワリ油はロシア・ウクライナが主要産地のた
め減産、パーム油の規制が⻑引けば代替原料
までも不足するため世界中の植物油に大きな
影響が出るだろう。明確な理由は分からなかったがパーム核油は単月では値を下げている。食用油脂が高騰している
ため、洗剤や石鹸などを主用途とするパーム核の動きは需要の関係だったと推測する。 
           ＊CPO…パーム原油  RBD パーム油･･･CPO を脱酸・脱色・脱臭したパーム油 

RBD パームオレイン…RBD パーム油からオレイン酸を抽出したもの 

油脂相場グラフ 

2020 年 4 月〜2022 年 4 月までのデータを抜粋 

https://www.worldbank.org/
https://www.stat-search.boj.or.jp/


  

カカオ(国際カカオ協定) 310 円／kg London カカオ 286 円／kg 
【補足情報】 

 
 

カカオ相場（ICCA）は世界銀行グループ（ https://www.theice.com/index ）が
集計した先物相場の月足平均値を参照し円換算しております。 

 
 

London カカオ相場はインターコンチネンタル取引所のカカオ相場（Cocoa UK）
( https://www.theice.com/index )から月足平均値を算出し円換算しております。 

 
 

英ポンド/円為替は国際通貨基金の Exchang Rate Archives より
（ https://www.imf.org/ ）米ドル換算値を基準に円換算しております。 

 
  

粗糖（国際砂糖協定） 54 円／kg コーン（USA） 39 円／kg 

カカオ豆相場グラフ 

粗糖・コーン相場グラフ 

https://www.theice.com/index
https://www.theice.com/index
https://www.imf.org/


【補足情報】 
 

 
砂糖相場は世界銀行グループ（ https://www.theice.com/index ）が集計した先物
相場の月足平均値を参照し円換算しております。 

 
 

コーン相場は Nasdaq（ https://www.nasdaq.com ）のシカゴコーン先物 (ZC) 
相場から月足平均値を算出し kg・円換算しております。 

  

 
 

 
輸⼊⻨の⼊札価格結果概要(税別)を参照しております。 
輸⼊⼩⻨の政府売渡価格は 4 月、10 月の年 2 回改定されます。 

加重平均落札額 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
ウェスタンホワイト（薄力） 61,417      
ハードレッドウィンター（準強力） 71,803      
ダークノーザンスプリング（強力） 68,515      
ウェスタンレッドスプリング（強力） 65,251      
スタンダードホワイト（中力） 60,445      

 
 

ヒマワリとトウモロコシ 
油脂の相場状況で少し触れましたが、ヒマワリの生産量はロシア

とウクライナの 2 カ国で世界生産量の 50%を占めています。ヒマワ
リ油への影響はもちろんですが、肥料や飼料へも影響があります。 

一方、トウモロコシはアメリカと中国が主産地で、世界生産量の
50％を占めています。そしてロシア・ウクライナでも生産をしてお
り両国とも生産量では 10 番以内に⼊っております。 

実はヒマワリとトウモロコシは非常に類似した国で作られており
転作のしやすい環境にあるようです。既にフランスではトウモロコシの作付面積を減らしヒマワリを生産する農
家があるようです。トウモロコシはエタノールや糖化製品、バイオ燃料、飼料…など様々な用途で使用されてい
ます。この背景から、ヒマワリは確実に不足し、それを補うためにトウモロコシが高騰する流れが生まれてしま
っています。トウモロコシは私たちの生活に密接しているため、一刻も早く終戦しこのスパイラルから抜け出す
ことが望まれます。 

輸⼊⼩⻨政府⼊札結果 
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